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Ⅰはじめに 
○サンゴ礁海岸に打ち寄せる波について 
  サンゴ礁海岸では、沖波は水深が急激に浅くなる礁縁付近で砕波し、サンゴ礁上を進む際
に礁地形の影響を受け、多くのエネルギーを失い、汀線に到達する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

野外観測からHb/H0（0≦Hb/H0≦1）を用いて、サンゴ礁上で波は波高減衰し、汀線に到達する
ことが報告されている。（例えば、青木・智原，2009；武石ほか，2014；青木ほか，2015） 
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図 波高減衰の模式図  写真 石垣島東海岸のサンゴ礁
（ http://www.churaumi.net/onihitode/images/9.jpgより引用 ） 
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サンゴ礁海岸における 

汀線砕波波高推定の一般式の作成 
 

①造波水路を用い、沖波波高と周期・水深の異なる初期条件の下で、 
波高減衰に関する実験式を作成。 

②野外に適用可能な波高減衰に関する一般式を作成。 

○研究目的 

◉室内実験のメリット 
 ・単純化された条件が設定可能 
 ⇒波高減衰の規定要因を明らかにしやすい 



Ⅱ 室内実験 （１）実験装置 
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造波装置付アクリル製水路
（幅4 ㎝、長さ130 ㎝、深さ
16 ㎝）。 

他端に平坦面をもつサンゴ
礁を模した地形を設置。 
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図 室内実験の模式図 

写真 実験装置 



（２）実験条件・方法 

実験条件 

周期(T )を0.7～1.5 sec、水深（h）を0～2 cm、沖波波高（H ’)を1～2 cmで   
変化させた計37ケース。 

実験方法 

礁縁部を基準（0）とした礁縁部の波高（H0）、礁縁部から水平距離（X）離れた 
地点での波高（Hx）を5～10 cm間隔で計測。（計測範囲は0≦X≦95） 

 

⇒波高減衰の程度を把握し、実験条件の違いが与える影響を考察 
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（３）実験結果 
○サンゴ礁上を進行する波の波高（ Hx ）の変化 
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Xが大きいほどHxは小さくなる傾向 
 
波は礁上を進行するほど 
波高が小さくなることを示す 
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（３）実験結果 
○波高減衰（Hx/H0）に与える礁縁部からの距離（X）の影響 

7 

Xが大きいほど、Hx/H0は小さくなる 
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波は進行距離が長いほど、 
波高減衰が大きい 
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（３）実験結果 
○波高減衰（Hx/H0）に与える水深（h）の影響 

T=0.7 sec、H’=2 cmが一定   h=0～2 cmと異なる5ケース 
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h=2 cm H’=1.7 cmと一定   Tが異なる3ケース 

（３）実験結果 
○波高減衰（Hx/H0）に与える波の周期（T）の影響 

hとH’が一定のとき、 
Tが大きいほど、 Hx/H0 は大きくなる。 

小 
 

 
 

 

波
高
減
衰 

 
 

 
 

大 

礁縁

X cm

ステップ

沖波波高
サンゴ礁上の波

造
波
装
置

Hx cm

8 cm

h cm

100 cm

水面
16 cm

H’ cm

130 cm

消波フィルター

0

H0 cm

礁縁部の波高
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波の周期が大きいほど、 波高減衰が小さい 
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サンゴ礁の水深と波の周期が一定のとき 
礁縁部での波高が大きいほど、 
波高減衰は大きい。 

（３）実験結果 
○波高減衰（Hx/H0）に与える礁縁部の波高（H0）の影響 
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・次元解析により 
 
 

Hx/H0 =k (H0/X)a (h/H0)b (gT2/H0)c 
 
 

という関数形を設定。 
回帰分析により最適なk、a、b、ｃを求めた。 
 
 

・ Hx/H0=0.18(H0/X)0.59・(h/H0)0.90・(gT2/H0)0.38 

 
サンゴ礁海岸の波高減衰に関する実験式 
として利用可能 

（４）実験式の作成  

(Hx/H0)meas=（Hx/H0）cal 

R² = 0.89 
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Ⅲ 野外における波浪観測  

沖縄島南部新原海
岸と中部読谷海岸 
の計5地点で実施 
 

先行研究の縦断形
データ（青木ほか，2015） 

・観測時の水深（h） 
新原：0.55～1.05 m 
読谷：0.1～1.73 m 

計測項目 
・礁縁付近での波高（H0） 
・汀線砕波波高（Hb） 
・波の周期（T） 

(b) (c) 

H0の計測 Hbの計測 

284 m 

960 m 

431 m 

1210 m 

1246 m 



・読谷海岸のデータを横軸にW(m)、縦軸にHb/H0をとりプロット。 
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○読谷海岸における汀線砕波波高の観測結果  
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Ⅳ 考察 ○野外におけるHbの推定式の導出  

→野外データは実験式と平行にプロットされ、 
右上がりの傾向 
 
・野外の波高減衰の関係式は次式となる 
 

Hb/H0 =1.43(H0/W)0.59・(h/H0)0.90・(gT2/H0)0.38 
 

→野外データは実験で得られた説明変数に
よって説明可能 

・Hb/H0を縦軸に，実験式の説明変数を横軸に 

野外と実験データを両対数グラフにプロット。 
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式を変形することによって，汀線砕波波高（ Hb ）は次式で推定可能 
Hb =1.43(H0/W)0.59・(h/H0)0.90・(gT2/H0)0.38・H0  



Ⅴ 結論 
 本研究ではサンゴ礁海岸における汀線砕波波高（Hb）の推定式作成を目的と
し、室内実験と野外観測を実施した結果、以下のことが明らかになった。 

 （１）礁縁部からの距離（X）が大きいほど、波高減衰（Hx/H0）は大きい。 

 （２）サンゴ礁表面の水深（h）が小さいほど、波高減衰は大きくなる。 

 （３）波の周期（T）が小さいほど、波高減衰は大きくなる。 

 （４）礁縁付近での波高（H0）が大きいほど波高減衰は大きくなる。 

 （５）サンゴ礁海岸における波の波高減衰は次式で与えられる。 

   実験室では、Hx/H0=0.18(H0/X)0.59・(h/H0)0.90・(gT2/H0)0.38（R2=0.89)  

   野外では、Hb/H0=1.43(H0/W)0.59・(h/H0)0.90・(gT2/H0)0.38 (R2=0.85) 

   ここに，Wはサンゴ礁の幅である。 

   野外における汀線砕波波高は次式を用いて推定できる。 

   Hb=1.43(H0/W)0.59・(h/H0)0.90・(gT2/H0)0.38・H0 15 
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